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までに免静を取得する見込みの人で 開制昨4/12円

以降に't，まれた人

【遠慮g唄】
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専修マ校を f守みます また 地jり公f51l拡に定める欠給

条項1:;J:匂する人 fI '" 1<1絡を有 Lr.:い人で"旬資格l

むいて蔵書などが制限5れてLる人"受肢で会ませλ

I録用慨温度1
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.合ほ 101126日本-1I!l211本 Ct.11櫨"を"'¥1巾役所
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~良市礎"使用試験1';[1;;:' (市住帰人明環l司

4-47{}ti 代P.D34-1111)-0 .温"'
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クとして息。組んでし渇r.民物理Jをゆ刷、
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1 992年"亡く 時 間
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や仏. 伝統行事 万Z慢の
花海どの蝿膨に打ち込んで

きまし1と.そしで絶えす織

...対織の興 にひそむ本

酎閥め肉慢で "興る

ととができ忽い思や脅香り

歴5眠 気配といったも 附 写 し 込 も う と 献 してきました.

『やまと余情J1;主 鶴売新聞療自阪で遷場唱しで野符だった

割前四季に荷隠し 初期のモノクローム作品 代理便的仏@

とと抗日後した切でザ.… 一一

思し也 "炉忽 大和'"的" を味わつでくださし、
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M 叩醐4島号を悔いて'"月瑚必"で

同鎗 〒 6，1O_~ .l.l 7畠，'・113 ft J~--41 1 11 
へ。 t検 人まで"多，喝合は舗.

制 Lゐ"-".町1"

廃画面面三平面否両手守一夜5防 l;]jiiもぜ百干了ヲ育
館目 河電" .鶴賀網…大人多α円高校 *7今守ω門 小

中性問 (鱗2-4 j，暢阿刷 、削 叫酬"餅 2土曜日

午後"紳ら特艮6凶 作品開制。ます
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21世紀~歴史を、ゅ、すlIIJづく
シンポジウム

古都 • 
"位向即断にひかえ盲 目 じ 融 市 町閣 を有する駅叩ることにより

そnぞれの旬慢の文化財を どヨ保存し 市民生主にどのように位置ヨフていくのか.匡史や文化巴立総した

銅怪9内定率まちづくりをどのように実環宮るのか 文化的測量を縦介として栴民交認をどのように進めでいくの

仇新しし鴨代に向ブた霞史文化修惜のまちづくりを探ります.

回
山本田 Zさん

， 

Iと酎 川，，，日ω午後l時
I比と ζ ろ引"な，，ら旨岨隼会 l勉臨

"定霊 a員.則1ゐ0∞0人
I内曹】 醐 醐 悼の立師向ん

パネルディスカッシヨン パネヲ -.立

医相平きん プロヂ>-φーの傾岡崎良江

子さん也前刷局筏叫*iEM<:'̂-
竹内舷鎗倉市長 大川嫡明各良市長 コ
ヂイネタはNHK解.委"の永井

多恵子さん

l入糧問 傷事事

，.し込砂}電路でlGII'O日までl市役所合肉認内

f古e. 2'世紀」実行奮闘会穆務局へ
多い場合".翠

明星野さん四岬E日

対 l順慶用畏竹内崎 帽制問予定ん

IJ IU'~i.だよ司
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A'ロックヲルrープです. 待望の奈良公演が，まりました. ご"'現金をB~還し忽〈

とを 1211 3 1I冊子役6時 ・ところ…閉館大;jo-，.. ・λ‘伺 4“開門{金町

指定 '"朝一'"月 8El'f-M9時から問舗で克明売{隈印牧，. 健闘

IJ IOIlI'日から閉館 "プレイガイド (tt O~-6776-11991 チタフト

rJ~ ( tr 06-6363 - 9~99) ロ←ゾ〆チケ yト (n06-6387-19

""'で録完閥抗 l咽?の電話予約はありません

姦先行建売当日 開館に千rけ会U 人は往復はが怠に住所 氏名 荷量枚数金書、て

'"月6日，.，時で同館内山山一開制， ， ，へな"窓口問，優先し...

園田層“ドレ三フ?と-~コつ"
軸ぞろ却し時相シヨ4 りのコントトです."<崎四とあ叫問vラ夕刊闘しま

す.，代目うたのll l ;:~沼M医図あさむ 「ドラえも^のヨたjのお担えさ人辿mさと字もそろって出演し.す.

とを "川崎日UXFo午後 2 IH.~:i 守役省略. ，ととろ 同館大oj;-II- ，.入‘柄…'"

Z肌，.，馴'>1姐指定).!.以下の fども川 崎 町月刊から同会館

ならま島センタ 史跨変化金J タ 菌室事.郡山峨所 チケ 2トぴ.ロ ソム〆チケ Jト

で鎗兜開始 同館の割l(.l;f約lilO!li日午前9時から (チ，ット予約専用"34-0111).

制".~"，・ 1 "

包 34-0100 へ象宮前町1 1IlI~1倉わ旬i 同省
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事変急車は、空通事故、ケ刀、畠病忽どか己み怒さんの大切芯生命を守

るために いつでも出場で舌る体制をとっていぎす。

急を要しない病気などで救急車を利用すると 重病や大ケ刀の人を運

ぶのが遅れてしまうこともありますので、緊急の時以外には 救急車の

出場E要請(手控えてください。

l問い合わぜl市消防局 (ft35-1191)へ。

.・E b主主.1';(1)]~ :l.~ ... """J:: lf4iー-
① 1 1 9番に電話する。

② 1 1 9番が通じたら次のように話してくださし、

命救急ですa

: 場所は、000町O番地目標は、 00公園北側です。

: どんな事故(例えば、交通事故 ケガ急病など)

4誌の名前iム0000です。
この電話Iム00周0000番です。

喧救忽車のサイレノが聞こえたら 手をよげて救也車を

案内してください。
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務応急手当の開閉批判受付しれ行 〈わし'" 併合良市防災セ〆ター(I:n 5-1106) "" 
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